
三重県地域・職域連携推進協議会における
三重の健康づくり基本計画について

全国健康保険協会三重支部

保健グループ 長谷川早苗



人口：約183万人
地形：南北約180Km
産業：製造業が多い
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共済組合
8万5千人

国民健康保険 52万人

（29市町 48万人、

4国保組合 5万人 ）

全国健康保険協会

48万人

健康保険組合

９組合、6万5千人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

広域連合
23万人

0～74歳 75歳以上

○ 協会けんぽ三重支部の事業所規模別構成（24 年3月末）
（24年3月末）

○ 平成20年10月に旧社会保険庁（現・日本年金機構）から健康保険部門を引き継ぐ形で発足した公法人。
○ 約48万人（三重県の3.8人に１人）が加入者。三重県約183万人。
○ 中小企業・小規模企業が多く、事業所数の３／４以上が従業員９人以下。

適用事業所数 22,131件

現
役
世
代
が

医
療
費
を
支
え
る

被保険者

2人以下

41%

被保険者3･4人

17%

被保険者5～9人

18%

被保険者

10～29人

16%

被保険者

30～99人

6%

被保険者

100～999人

2%

被保険者

1,000人以上

0.03%
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三重県地域・職域連携推進協議会の経緯

平成19年設立：
・特定健診・特定保健指導の体制状況と課題について
・医療制度改革に伴う三重の健康づくり基本計画の改定
について

・三重県地域・職域連携推進協議会の効果的な推進について

平成２０年度：
・各団体の特定健診・特定保健指導実施状況と課題について

平成２１年度：広報活動について
・２０年度の特定健診・特定保健指導の実施状況と
２１年度の実施状況について

・２２年度の取り組みについて
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 平成２２年度：広報活動実施
・２２年度の取り組みについて

チラシ・ポスター作製し、美容室・スーパー・図書館
に配布

 平成２３年度：糖尿病対策
糖尿病対策について、どのような取り組みがよいか検討した。
保険者協議会での調査内容発表し、医療保険者と連携した糖
尿病対策の必要性を示した。また未受診者対策の必要性につい
ても発言した。

 平成２４年度：
・三重の健康づくり基本計画策定

糖尿病・循環器疾患を中心に検討
・糖尿病予防に向けた普及啓発活動
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平成２４年度
三重県地域・職域連携推進協議会での

協議事項

第1回～第3回

１．三重の健康づくり基本計画最終評価（案）

説明

①全体の目標達成状況等の評価

・総括的評価

・各カテゴリーの改善状況

②新たな三重の健康づくり基本計画策定に

向けて
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２．三重の健康づくり基本計画の検討

糖尿病

①10年後に目指す姿

②現状と課題

③評価指標設定の考え方

④評価指標

⑤今後の対策

循環器疾患：糖尿病と同じ
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３．三重県保健医療計画（第5次改訂）の検討

糖尿病対策

①疫学

②医療圏別の現状と課題

急性心筋梗塞対策

①医療の現状

②医療連携体制の現状

③課題

④施策の展開

４．糖尿病イベント
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○糖尿病予備群が発症しないように、市町、医療保
険者と協力するとの内容あり、期待が大きい。

○協会けんぽの現状を踏まえ、東紀州対策について
言及。

○具体的な取り組み内容を明確にして欲しい。

○数値目標の根拠を明確にする。

○重症化予防や未受診対策の必要性。
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三重県地域・職域連携推進協議会協議
事項を踏まえた協会けんぽの保健事業

三重の健康づくり基本計画の糖尿病対策として、

「医療保険者と連携して、特定健診受診率を高め、糖尿病予
備群などの早期発見に取り組みます。」

↓

・がん検診・特定健診同時実施の推進。

市町への同時実施依頼に、県健康づくり課の同行を依頼。

・健診結果で血糖値が高い「東紀州地域」の対策を実施。

・保険者協議会との連携を深める。
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三重県地域・職域連携推進協議会に
望むこと

・保険者協議会との連携強化

・二次医療圏協議会への支援や協働事業の実施

・地域・職域が連携した保健事業への支援

ex) 重症化予防が円滑に実施できるような

スキームの作成(事業協定など）

・地域・職域連携事業の実施

ex）データを活用した事業の展開

・連携事業の評価
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ご清聴ありがとうございました。
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